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内海水先区水先人会 1901(日賦治 34)葺i…
. ・

内海zk先区z水先人組「台として
に35あるzk先人会のうち、
水先人の人数は143人と 2
東は神戸、西は関門海峡、
水道にわたる対象海域の広さ

}

と

、

ロ

　　
　
　

　
　
　

　
　　
　
鞭謙
遜

　　　　　　
　来島海峡などを擁する

え
、
持
ち
歩
き
や
す
く
、
構
え

た
と
き
に
安
定
感
が
あ
る
重
さ

に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

船
員
や
積
み
荷
の
安
全
を
担

う
重
圧
は
相
当
な
も
の
で
す

が
、
常
に
首
か
ら
下
げ
て
い
る

こ
の
「
相
棒
」
と
一
緒
に
任
務

を
成
し
遂
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

(
長
尾
亮
大
)

ビ
ジ
ネ
ス
創
造
、
起
業
家
支
援

の
拠
点
を
目
指
す
会
員
制
レン
タ

ル
オ
フ
ィ
ス
「
1
2
0

W
O
R

K
P
L
A
C
E

K
O
B
E」(
神

戸
市
中
央
区
磯
上
通
4
、
笠
0
7

8
・
8
0
6
・
8
6
5
1
)
で
開

く
セ
ミ
ナ
ー
を
、
毎
月
2
回
案
内

し
ま
す
。

【
無
料
法
律
相
談
会
一2
7
日1
7

~1
9
時
。
1
2
0
担
当
の
吉
原
清

英
弁
護
士
に
よ
る
相
談
会
。
1
人

3
0
分。
予
約
制。
申
し
込
み
は
「
1

2
0
」
サ
イ
ト
か
ら
。

【
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イン
講

習
会
一3
0
日1
6
時
半
~2
0
時
。
日

本
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
協

会
=
J
A
G
D
A
Q
ソ
ヤ
グ
ダ
)

=
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
1
日
限

定
の
ス
ク
ー
ル
を
開
校
。
第一
線

で
活
躍
す
る
プ
ロ
が
、
デ
ザ
イ
ナ

ー
を
志
す
学
生
の
作
品
を
直
接
講

評
す
る
。
先
着2
4
人
、
見
学
の
み

の
参
加
も
可
能
。
参
加
費
5
0
0

円(
見
学
者
含
む)
。
詳
細
は「丁
▲

2
0
」
サ
イ
ト
参
照
。

事
賞
=
茶
香
房
き
ら
め
き
(三
田

市
)
▽
日
本
茶
業
中
央
会
長
賞
=

塚
本
真
人(
同
)
▽
全
国
茶
生
産

団
体
連
合
会
長
賞
=
吉
川
彰
治

(
朝
来
市
)▽
県塵屡案会
議会
長

賞
=
柳
沢
広
明(
篠
山
市
)▽
県

農
業
協
同
組
合
中
央
会
長
賞=
塚

本
哲
也(
三田
市
)
▽
全国農
業

協
同
組
合
連
合
会
県
本
部
長賞
=

肩50田1
4

【一圏唖咽劉潤一回国阻隔圃
幽

鞭

g,
8
さ

(
9
月
下
旬
の
催
し
)

断01
4

?
し

.

露
座
n
v
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~仕事と私圃

船
が
回
避
す
る
べ
き
漁
船
や
漁
具
を
目
視
で
見
つ

け
る
上
で
役
に
立
つ
双
眼
鏡。
各
船
に
は
備
え
付

け
ら
れ
て
い
る
が、
仕
事
に
は
愛
用
の
品
が
欠
か

せ
な
い
=
神
戸
市
中
央
区
波
止
場
町

船
員
を
経
て
造
船
所
で
働
い
幼
い
頃
か
ら
私
の
夢
で
し
た
。

て
い
た
父
は
よ
く
、
星
の
位
置

水
先
人(
パ
イ
ロ
ッ
ト)
は
、

か
ら
現
在
地
を
割
り
出
す
航
海
海
域
を
通
る
大
型
船
に
乗
り
込

法
な
ど
を
教
え
て
く
れ
、
そ
の
み
、
船
長
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

影
響
で
船
乗
り
に
な
る
こ
と
が
し
て
操
船
を
助
け
、
安
全
か
つ

局耳目

医
療
用
ウィッ
グ
身
近
に

で
、
一
般
的
な
オ
ー
ダ
ー
メ
ー

ド
ウ
イ
ッ
グ
の
半
額
以
下
と
な

る2
0
万
円
前
後
。
長
年
取
引
の

あ
る
中
国
の
大
手
メ
ー
カ
ー
に

篠
山
の
酒
井
さ
ん

農
林
水
産
大
臣
賞

県
茶
品
評
会

効
率
良
く
目
的
の
港
ま
で
導
き

ま
す
。
高
校
卒
業
と
と
も
に
地
元
・

山
口
県
を
離
れ
て
神
戸
大
海
事

科
学
部
へ
進
学
。
在
学
中
に
水

先
人
の
免
許
制
度
が
変
わ
り
、

船
長
の
経
験
が
な
く
て
も
水
先

人
に
な
る
道
が
開
か
れ
、
免
許

取
得
に
挑
み
ま
し
た
。
養
成
施

声
設
を
経
て
、
内
海
水
先
区
水
先

′

人
会
に
入
り
ま
し
た
。

瀬
戸
内
海
は
地
形
が
複
雑
な

上
、
さ
ま
ざ
ま
な
船
が
行
き
交

・
‘
う
交
通
の
難
所
。
例
え
ば
淡
路

二
島
の
西
で
は
多
く
の
漁
船
や
、

〆

灯
浮
標
(
ブ
イ
)
で
マ
ー
ク
さ

れ
て
い
な
い
浅
瀬
を
、
潮
流
を

…
計
算
に
入
れ
な
が
ら
よ
け
な
け

,
-
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
レ
ー
ダ
ー

に
映
ら
な
い
漁
船
や
漁
具
を
目

視
で
見
つ
け
る
と
き
に
役
立
つ

」
≠
の
が
双
眼
鏡
で
す
。
夜
の
暗
闇

で
も
見
え
や
す
い
性
能
を
備

安全な操船助ける「目」

　
　
　

川
島

慧
子
さ
ん
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